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特派員の目 北京

　

中
国
で
は
今
、若
者
を
中
心
に「
漢

服
」
が
人
気
と
な
っ
て
い
る
。
中
国

の
漢
代
や
唐
代
、
明
代
な
ど
の
伝
統

的
な
衣
装
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
も
の
で
、
行
楽
地
を
訪
れ
る
と
、
漢
服
姿
で
写
真
撮
影
に

臨
む
人
々
を
よ
く
目
撃
す
る
。

　

日
常
生
活
で
漢
服
を
着
る
人
も
増
え
て
お
り
、
市
場
規
模

は
2
0
1
5
年
に
1
・
9
億
元
（
約
40
億
円
）
だ
っ
た
の
が
、

21
年
に
は
1
0
1
・
6
億
元
（
約
2
1
3
3
億
円
）
と
大
台

を
突
破
。
25
年
に
は
1
9
1
・
1
億
元
（
約
4
0
1
3
億
円
）

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
漢
服
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
、
中
国
メ
デ
ィ
ア
も
「
伝
統

文
化
が
消
費
を
け
ん
引
し
て
い
る
」
と
盛
ん
に
宣
伝
す
る
。

自
国
ブ
ラ
ン
ド
の
消
費
を
好
む
「
国
潮
」
の
流
れ
と
も
重
な

り
、習
近
平
指
導
部
の
掲
げ
る
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
も
相
性
が
良
い
よ
う
だ
。官
民
挙
げ
て「
愛

国
消
費
」
を
活
性
化
さ
せ
、
低
迷
す
る
国
内
経
済
回
復
の
起

爆
剤
と
し
た
い
と
の
思
惑
も
透
け
る
。

　

一
方
で
、
こ
の
漢
服
と
は
対
照
的
に
風
当
た
り
が
強
く

な
っ
て
い
る
の
が
「
和
服
」
だ
。
今
年
4
月
、
内
陸
部
・
重

慶
市
の
街
頭
で
日
本
の
浴
衣
を
着
用
し
て
踊
っ
て
い
た
若
い

中
国
人
女
性
2
人
が
周
囲
の
人
々
か
ら
「
ス
パ
イ
だ
」
な
ど

と
罵
倒
さ
れ
る
動
画
が
ネ
ッ
ト
上
に
投
稿
さ
れ
て
物
議
を
醸

し
た
。
ネ
ッ
ト
交
流
サ
ー
ビ
ス
（
S
N
S
）
に
は
「
歴
史
を

知
ら
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
相
次
い
だ
。

　

3
月
に
は
国
営
新
華
社
通
信
が
「
上
海
の
税
関
が
日
本
か

ら
輸
入
さ
れ
た
中
古
の
着
物
を
『
海
外
の
ゴ
ミ
』
と
し
て
返

送
措
置
を
取
っ
た
」
と
報
じ
た
。
中
国
は
古
着
の
輸
入
を
認

め
て
お
ら
ず
、
措
置
自
体
は
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
が
、

中
国
共
産
党
の
「
喉
と
舌
」
と
さ
れ
る
国
営
メ
デ
ィ
ア
が
報

じ
る
内
容
は
、
当
局
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
考
え
る
の
が
自

然
だ
。
日
本
へ
の
留
学
経
験
が
あ
る
女
子
大
学
院
生
（
25
）

も
「
和
服
な
ど
の
コ
ス
プ
レ
好
き
の
友
人
も
多
い
が
、
中
国

で
そ
れ
ら
が
許
容
さ
れ
る
空
間
は
ど
ん
ど
ん
狭
く
な
っ
て
い

る
」
と
打
ち
明
け
る
。

　

漢
服
と
和
服
で
明
暗
が
分
か
れ
た
形
だ
が
、
こ
れ
ら
に
共

通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
愛
国
心
」
だ
。
習
指
導
部
は
今
年

1
月
、「
中
華
の
優
秀
な
伝
統
文
化
の
発
展
と
継
承
」
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
愛
国
主
義
教
育
法
を
施
行
し
た
。
自
国
の
歴

史
や
文
化
に
対
す
る
自
信
や
誇
り
を
国
民
統
合
に
つ
な
げ
る

狙
い
だ
が
、
愛
国
教
育
の
推
進
で
、
排
外
的
な
風
潮
が
さ
ら

に
強
ま
る
可
能
性
も
あ
り
注
意
が
必
要
だ
。
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「
漢
服
」
と
「
和
服
」


